








 

 本年度も、ひきつづき昭和 51 年度の研究方針にしたがって、1)筋の発生分化

過程に対応した細胞培養法による形態学的分析と染色体分析、2)細胞の膜性成

分および構造タン白の質的変化さらに酵素異常の究明、3)内分泌学的研究、4)

感染免疫能に関する研究、その他の 4ツに大別して研究が進められた。 

 とくに、1)および 2)のサブテーマにウエイトがおかれた。 

1)筋の発生分化過程に対応した細胞培養法による形態学的分析と染色体分析 

 筋ジストロフィーマウスの筋を用いての細胞培養法によって、再生筋芽細胞

において、正常と発症群の間には、光顕レベルでの形態学的差が認められず、

また胚筋芽細胞と再生筋芽細胞の間では、大量の inoculation の場合、筋の細

胞融合、Myotube 形成をみる限り、差異がないことが確認された(刀根山)。 


